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英語で遊ぼう！

大村市内の小・中学校に勤務するＡＬＴの先生

（８名）が中央小学校に集まってくださいました。
１～３年生のみなさんが楽しく遊ぶ（学ぶ）様子

が見られましたので紹介します。

☆ジャンケン列車
出会った人どうしでジャンケンをします。負けた人は勝った人の
後ろにつながって列車になるゲームです。「ＲｏｃｋＰａｐｅｒＳｃｉｓｓｏｒ
１，２，３！」元気いっぱいの歓声が響きます。勝とうが負けよ

うが関係なく、笑顔があふれました。

☆フルーツバスケット ☆ｃｏｌｏｒｓ ｏｆ ｆｏｒｔｕｎｅ

子供たちは、それぞれ果物 ＡＬＴの先生が２種類の色のカ
になります。自分の果物の名 ードを持っています。呼ばれた色

前が呼ばれたら、移動して別 のカードにすばやくタッチするス
の場所に移ります。 ピード勝負です。これもまた、よ

しっかり聞いて、すばやく く聞いて何色のことを言っている
動く…真剣な勝負が見られま のか瞬時に判断しなければなりま
した。見ているこちらもハラ せん。先生の口元に全集中する子
ハラしました。 供たちでした。

☆Ｈｏｐｓｃｏｔｃｈ
日本で言う「ケンパ－」

です。床に置かれた数
字カードのところに、
英語で数を唱えながら
ステップします。体が
数を覚えます。

頭と体をフル回転して遊ぶ(学ぶ)子供たちの姿
が実にキラキラしています。眼も耳も口も…体全
体をつかっています。「覚えなければならない」で
はなく、楽しみながら自然に身に付いていく様子
が見られました。指導をしてくださいました大村

市教育委員会の皆様、８名のＡＬＴの先生方に心

から感謝です。 Ｔｈａｎｋｙｏｕｓｏｍｕｃｈ！



背中で見せるってこういうこと…

かかとがピシッと付き、美しく並んだ６年
生の靴箱をご覧いただきたい。靴は何も語り
ませんが、静かな中に迫力さえ感じます。こ

ういう何気ない風景に、子供たちの生活の落
ち着きが見えるような気がします。

小体祭、修学旅行に向けた準備も進めてい
ます。日常の委員会活動などの仕事もそれぞ
れに取り組んでいます。何かとバタバタしそ

うなのですが、この景色は見事です。
「たかが靴箱…されど靴箱」物言わぬこの靴箱が、下級生へのすばらしい手本です。

下級生はこの靴箱にも〝憧れ〟を抱きます。自らの行いで正しいこと、美しいことを
示す人…これこそが本物のリーダーです。この見事な靴箱を中央小のよき伝統にして

いきたいと思うのです。６年生のみなさん、ありがとう。

地域の皆様との交流活動 ４年生のお手紙作戦

大村市地域包括支援センターと連携し、松並地区
の高齢者グループ「松並ふれあい館」の皆様との交

流を行いました。
初めての交流は、４年生の子供たちがふれあい館

の皆様にお手紙を書いて、公民館に届けるという活
動です。松並町内会の山川義弘会長様にお願いして、
会員の皆様のお名前を教えていただきました。子供

たちは、宛名を付けて、お一人お一人に心を込めて
お手紙を書きました。お手紙の内容は、

○学校の様子の紹介
○ふれあい館の皆様への気遣い
○これからの交流への意欲

などなど、とってもあたたかいものでした。
上に紹介したのは、交流の後のふれあい館の皆様

の感想です。子供たちのお手紙を喜んでくださって
いる様子が伝わってきます。

子供たちにとっては、自分たちにできることで「人

を幸せにできる」という貴重な体験となりました。
今後も活動内容を工夫しながら続けてまいります。

松並町内会、大村市長寿介護課のご協力に感謝です。

☆子供たちから励まされて、元気が出ました

☆もらった手紙は、家のいちばん目立つところ
に飾っています
☆よかったら、これからも交流を続けてほしい

☆私たちも学校の力になりたいです


